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医療機器（医療材料を含む）の基本的な供給・流通の実態
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ＳＰＤ： Supply Processing Distributionの略
（医療材料物流管理システム）
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実際の供給は現場のニーズに応じて多様化
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事前準備
(卸orメーカー)

事前確認と配送
手術
オーダー

機器・
製品引き上げ

メーカー返却
使用品売上

手術

手術機器と材料の事前確認 配送する材料・機器の一式

• 実際に手術で使われたのは数点
• 使用した製品、機器の確認を行うことでﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨを担保

使用された材料及び返却された機器

実際に使用された材料

貸出機器の返却時の状態

整形外科手術の例
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ペースメーカ手術の例

事前手配
事前確認と配送

手術
オーダー

製品引き上げ 使用品売上手術

手術機材の準備 使用した材料の一式症例及び手技に応じた製品の説明を行
うことで適切な製品選定を補助
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預託在庫を行っている医療機関数は増加傾向

預託在庫とは、使用が想定される医療機
器を、医療機関にあらかじめ預け置くこと
をいう。在庫は卸またはメーカーが所有・
管理しており、実際に使用した時点で、
使ったものだけを医療機関が購入する

76%

5%

16%
3%

増えた

減った

変わらない

預託（卸）在庫はおこなっていない

預託在庫先の医療機関数の変化

医療機関内の預託在庫の例（カテーテル検査室）

出典：医器販協調べ（医療機器卸主要40社へのアンケート調査、2010）
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海外との比較
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医療機器の提供にかかるコストには内外差がある
--とくに、製品および適正使用情報提供・営業費、在庫関係費に大きな差--

8



「製品および適正使用情報提供・営業費」および「在庫関係費」に
大きな差がある背景には、「症例の集中度」の差があるとみられる
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出典： 三菱総合研究所 「医療機器のコスト構造に関する国際比較調査」（2009年）
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「症例の集中度」と
「医療機器供給・流通」との関係について

• 症例の集中により、1件あたり製品供給のコストは下がる
– とくに、持ち込みなど、製品供給に高いコストがかかるものの場合

• 症例の集中により、医療機関の習熟度が高くなり、さらに医療
機器支援を行う専任スタッフを置くことも可能になるため、メー
カー・卸からの製品および適正使用情報提供の頻度は少な
い

• 症例の集中により、預託在庫ではなく、買取り在庫にすること
ができる
– 預託在庫では製品が使用されるまでの期間、在庫を保持するコストは

メーカーまたは卸負担
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